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１　日本語学習支援サイトRAICHOの概要


























るようになっているが，2012 年４月から 2013 年３月までの１年間に，新たに 488 人がユーザ登録をし
てこのコンテンツを利用している。
３　今後の展望
　RAICHO サイトは開設から 10 年が経過した。昨年度の報告で，スマートフォンの普及に伴う
RAICHO サイトの課題について述べたが，今年度はスマートフォンからの閲覧も不自由なく行えるよ
う，「日本語自己学習」のコンテンツ表示デザインにスマートフォン専用のデザインを追加した。しか
し，コンテンツすべてがスマートフォンからでも利用できるようになったわけではなく，ひらがな・カ
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タカナの学習コンテンツなどは Flash 動画を使用しているため，これに対応していないスマートフォ
ンでは表示ができない。サイトで提供するコンテンツを充実させるとともに，こうした点の改善も進め
ていかなければならない。また，コンテンツの中身については，２節で述べた問題群の作成により，か
なり充実した練習問題が提供されるようになった。しかし一方で，漢字のコンテンツについては，授業
で使用するテキストが以前と異なっているため，「日本語自己学習」コンテンツで提供されているのは，
クラスで使用している漢字のテキストに準拠した問題ではない。教科書が変わるたびに問題を開発して
いくのは作業としても大変ではあるが，できるだけセンターの日本語プログラムで使用している教科書
に準拠した問題を開発していく必要がある。
　また，「情報提供」のコンテンツの充実化も課題である。昨年度の報告でも述べたが，スマートフォ
ンやタブレット PC の普及により，これまで以上に様々なツールやリソースを日本語学習に利用できる
ようになっている。しかし，こうしたツールやリソースの存在を知らなければ，あるいは知っていても
活用の幅に気づいていなければ，効果的な利用にはつながっていかない。留学生の日本語学習を間接的
に支援するために，各種ツールやリソースの活用のヒントや活用例を掲載するなどして，「情報提供」
のページの充実化を進めていく必要があるだろう。
　富山大学は３つのキャンパスからなる総合大学であるが，留学生数の違いや留学生の専門分野の違い，
キャンパスごとの事情などもあり，３つのキャンパスで同内容の日本語支援を行っていくのは難しいと
いう現状がある。できる限り，同内容の日本語支援を行っていくのが望ましい形ではあるが，一方で，
RAICHO サイトを利用することで，各キャンパスで行われる授業では補いきれない部分についての支
援を行うことも可能である。ただし，このサイトの管理・運営を担っているのは五福キャンパスにいる
留学生センター専任教員であり，他のキャンパスの実情に即したコンテンツの開発は行えていない。特
に杉谷キャンパスには日本語・日本事情担当の専任教員もいるので，うまく協力・連携することができ
れば，このサイトを利用した留学生の日本語学習支援が強化されるのではないか。
　今後も，インターネットを利用したサイトの機能や特長を生かして，留学生の日本語学習支援をさら
に進めていけるよう，RAICHO サイトの充実をはかっていきたい。
